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繋ぐ→支える→発信・リードする教育センター 

  ２学期も後半に入り、各学校での行事もいよいよ盛んになってきました。紅葉の美しい季節にな

りました。 

さて、第３号、第４号のセンターだよりでご紹介しました「研究グループ」につきましては、各

グループ、それぞれ活動に取り組んでいます。実際に教育現場で活用してもらえる報告ができるよ

うに今月は、その進捗状況について報告します。 

 

 

 子どものつまずきを拾いながら、どのよう

な支援を行っていくことができるのか。 

具体的には、漢字の苦手な子どもの指導に

役立てるよう、カタカナの研究を進めていま

す。また、姿勢保持が困難な子どもが集中し

て授業に取り組めるよう、つまずきを分析し

ながら、体幹を鍛える“シャキッと体操”を

考え中です。 

発達理解研究グループ 

高野台中学校の柳田慧士教諭が、先月
タブレットを活用した公開授業を実施し
ました。タブレットは、児童・生徒だけ
でなく、教員が一斉授業でも、ひと工夫
すれば、さらに活用できる例を提示しま
した。また、情報教育の小中一貫カリキ
ュラムも作成中です。ともに、１月の教
育研究報告会で報告予定です。 

ＩＣＴ活用研究グループ 

 

 スーパーバイザーである関西大学教

授の竹内先生より、国の動向や先進校

(先進市)等の取組を伺いながら、「英語で

話せる吹田っ子」に繋がる「英語力」の

育成に向けて、小中一貫の取り組みを柱

に研究を進めています。学習指導(授業)

のみならず、評価(方法)についても探っ

ていきたいと考えています。 

英語教育研究グループ 

千里金蘭大学の黒瀬先生をスーパーバイ
ザーに迎え、現在はエコロジカルマップの
実践を行っています。研究メンバーの事例
に基づき、エコロジカルマップを使用する
ことによって、不登校児童・生徒に対する
対応で、さまざまなことが解ってきました。 
今後は、「こういう時どうするか？」という 
担任の困り感を解消できる方法を探ってい
きます。 

校内研修をもっと有意義に、そして次につ

ながる学びの場にするにはどうすればよい

か研究を進めています。公開授業までの準

備、授業を観察する上でのルール、そして研

究協議の持ち方について協議を行っていま

す。「授業を観に行ってよかった。」「自分の

授業を公開してよかった。」と思えるような

校内研修のあり方を探っていきます。 

「考える道徳」がキーワードとなる「特

別の教科 道徳」。導入・展開・終末におけ

る発問をつくるうえで留意しておくべき

ポイントや道徳的価値への理解を深めた

り、多角的・多面的な見方を広げたりする

ための協働活動・対話活動の在り方等を授

業の実践をとおして研究を進めています。

道徳の授業づくりの素材として活用して

もらえるものを発信したいと考えていま

す。 

道徳教育研究グループ 不登校対応研究グループ 

校内研修活性化研究グループ 
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 今年度より、小学校１年生全員を対象に、巡回相談がスタートしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そもそも巡回相談て何？ 

発達に課題が見られる子どもに、適切に対応できる力をつけられるよう学校・園を支援しています。 

具体的には、巡回コーディネータと呼ばれる担当者が学校に訪問し、授業参観や、担任相談、また校内研修

の講師などを務め、各校の特別支援教育について様々な事柄が円滑に進むよう、具体的な支援方法についての

アドバイス等を行います。 

（図で表すと・・・） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※教育センターの巡回相談は、発達に課題のあると思われる通常学級在籍の児童・生徒を対象としていま

す。学校支援が目的であり、個々の児童・生徒支援が主たる目的ではないため、保護者への周知はしてい

ません。 

巡回相談（小学校１年生）スタート！！ 

 

【目的】 

 １ 通常学級在籍の支援が必要な児童の早期支援を促す。 

 ２ 児童の課題の継続的な変化を見ていく 

 ３ 将来的に、スクリーニング調査を実施することを念頭に置き、支援が必要な児童を

学校が早期に把握し、その情報を校内で共有する体制がさらに確立されるようにす

る。 

【内容】 

   巡回コーディネータ（教育センター発達相談員も含む）が、担当者として学校を訪

問し、１年生全クラスの授業を観察し、その後フィードバックを行う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

大城指導主事  
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【研修番号】１０６ ※教育課程推進担当者会を兼ねる。 

【日 時】１１月１１日（金）15:30～17:00 

【場 所】吹田市立教育センター 視聴覚室 

【研 修 名】「キャリア教育 校歌で踊るダンスアドベンチャー」 

【講 師】公益社団法人日本ストリートダンススタジオ協会 

教務主事 坂 直洋さん 

【 】 

 学校の象徴の一つである校歌には、地元(歴史・産業・地名等)

のことが取り上げられています。校歌を理解しダンスで表現

する過程を通して、自分たちの住むまちを知り、地元愛を育

み、将来の地元発展の基盤につなげようという取組紹介です。 

【研修番号】１１２ ※人権教育担当者会を兼ねる。 

【日 時】１１月１５日（火）15:30～17:00 

【場 所】千里市民センター 大ホール 

【研 修 名】「ＬＧＢＴについて －当事者に学ぶ－」 

【講 師】にじいろらいと代表 栁 淳也さん 

【 】 

 ３年前に「ゲイ(カラダは男性、ココロは男性、好きに

なるのは男性)」であることをカミングアウトした栁

さんは、教職員のみならず、児童・生徒を対象と

した研修の講師も数多く引き受けておられます。

「誰でもわかる、わかりやすい講演」を心がけて

おられるとのこと。ＬＧＢＴについての理解を深

めるとともに、児童・生徒に対する学校支援のあ

り方について考えましょう。 

 

ステップアップ研修Ⅱ（選択研修） 10月27日（木） 高野台小学校 

10 月 27 日のステップアップ研修Ⅱ（選択研修）では、高野台

小学校の肢体不自由学級（やまばと学級）について学びました。 

授業では「ヤマリンピックにちょうせん！」ということで、体育

館に設置された様々な運動器具を使って、児童一人ひとりが個々に

応じた課題に取り組んでいました。児童のいきいきとした笑顔につ

られ、受講者の表情も自然と笑顔に。最後は児童全員がメダルをも

らって喜んでいる姿が印象的でした。 

児童の下校を参観した後は、自分でできることが少しでも増える

ように、児童が日々自立に向けて頑張っていることや、学校生活に

おける様々な配慮や工夫について話を聞きました。やまばと教室に

は手作りの教具がたくさんあり、その一つひとつに、先生方の深い

思いが込められていることを感じました。 

受講後の感想には、「センター校のことを初めて知った。」「とて

も温かい雰囲気だった。」と書いていた受講者が多くいました。こ

の研修で得た学びを、ぜひ自校で活かせるよう願っています。 

 

初任者・経験年数の少ない教員が、授業づく

りや学級づくり等の悩みを個別相談できる

ところです。 ◆ 毎月第２火曜日・木曜日（原則） 

１７：３０～１８：３０ 

※日時は相談に応じます。 

◆ 申込方法は次の 2 つの方法があります。  

（１）教育センター研修申し込みシステムを活用 

   研修番号（７００）  研修講座名 （さつきらるーむ） 

   ※備考欄に、［①希望日時 ②相談内容 ③連絡先（メールアドレスまたは電話）]を記入 

（２）教育センター宛メールに以下の内容を記載して申し込む。 

※送信先：①校務なび＠SA メッセージにて、初任者研修担当宛 

②Web メール s-educ@suita.ed.jp 

  ［①メール件名：さつきらるーむ ②学校名 ③名前 ④希望日時 ⑤相談内容］ 

◆ 改めて、教育センター担当より、日時・内容について確認の連絡をします。 

11 月は 

8 日（火）・１０日（木） 

です。 



番号 研修テーマ・講師名・概要等 会　　場 日　　時 対　　象

フレッシュ
研修 45

新規採用栄養教諭公開授業
「栄養教諭の指導の実際－研究授業・協議をとおして学ぶ－」
　授業者　　　片山小学校　　教　　　諭　　　　　　永山　祐子
　授業者　　　片山小学校　　栄養教諭　　　　　　原田　くみ
　指導助言   保健給食室　　主幹・指導主事　　 河合　克子
「骨の成長に大切なことを考えよう」
  講師          雪印メグミルク株式会社    インストラクター

片山小学校
１１月３０日（水）

13:45～17:00
新規採用栄養教諭

経験年数の少ない臨時技師

初任者研修
フレッシュ

研修
37

授業づくり３「適応指導教室について」
　講師　吹田市立教育センター
　　　　　不登校児童生徒支援員　築谷　康夫
　　　　　研究員　     　　　　　　　　小林　優

吹田市自然体験交流
センター

１２月６日（火）
13:45～17:00

中学校初任者教員
中学校新規任用講師

ステップアップ
研修Ⅰ 57

ステップアップ研修Ⅰ（小学校）「授業づくり③」代表研究授業
　５年　外国語活動　授業者　   藤白台小学校　 教諭　　　　荻野　茜
　　　　　　　　　　　　　指導助言　第一中学校　　　指導教諭　池田　広恵

藤白台小学校
１１月１１日（金）

14:30～17:00
ステップアップ研修Ⅰ

小学校受講者

61
ステップアップ研修Ⅱ（小学校）「授業づくり③」代表研究授業
　１年 　 音楽科　  授業者　　東山田小学校  　 教諭　　　　社城　江莉
　　　　　　　　　　　　指導助言 片山小学校 　　　 指導教諭　今村　美加

東山田小学校
１１月８日（火）
14：25～17：00

ステップアップ研修Ⅱ
小学校受講者

63
ステップアップⅡ選択研修
　日本語適応指導教室「さくら広場」について学ぶ
　講師　　「さくら広場」スタッフほか

竹見台中学校
１１月２日（水）
15:15～17:00

62

ステップアップⅡ選択研修
　吹田市適応指導教室「学びの森」について学ぶ
　講師　吹田市立教育センター
　　　　　不登校児童生徒支援員　三輪　小十郎
　　　　　研究員　     　　　　　　　　小林　優

竹見台多目的施設
１１月１８日（金）

16:00～17:00

27
「１０年経験者による代表研究授業」
　授業者　　 藤白台小学校　　教諭　　土居　春美
　指導助言　吹田南小学校　　教頭　　武田　正一

藤白台小学校
１１月１０日（木）

13:40～17:00 小学校１０年経験者研修受講者

28
「１０年経験者による代表研究授業」
　授業者　　 第五中学校　     教諭　光岡　忠司
　指導助言　第六中学校　     教頭　森　康二

第五中学校
１１月１４日（月）

13:35～17:00 中学校１０年経験者研修受講者

教育課程② 106
「キャリア教育　－校歌で踊るダンスアドベンチャー－」
　講師　公益社団法人　日本ストリートダンススタジオ協会
　ダンス教育部　ＮＳＳＡ認定学校ダンス指導員　教務主事　坂　直洋

教育センター
視聴覚室

１１月１１日（金）
15:30～17:00

教職員
※教育課程推進担当者会を兼ねる

人権教育② 112
「ＬＧＢＴについて　－当事者から学ぶ－」
　講師　にじいろらいと代表　　栁　淳也

千里市民センター
大ホール

１１月１５日（火）
15:00～17:00

教職員
※人権教育担当者会を兼ねる

授
業
づ
く

り
研
修

授業づくり
研修

（理科）
138

「観察・実験の授業デザインを考える」
　授業者　　　佐井寺小学校　教諭　上田　想
  指導助言　 吹田南小学校　教諭　柳本　周治

佐井寺小学校
第１理科室

１１月２１日(月）
14:25～17:00

教職員
※大阪府教育センター主催研修
小中連携のための観察・実験
研修A日程の第６回を兼ねる

教
科
領
域

別
研
修

英語教育
研修 129

「ＤＲＥＡＭ」の活用について
  講師        千里丘北小学校　教諭　佐野　彩子
  講師        千里丘北小学校　教諭　宮原　典子

教育センター
視聴覚室

１１月２４日（木）
16:00～17:00

小学校教職員
※小学校外国語活動担当者会

を兼ねる

専
門
職
研
修

栄養教諭
研修 95

新規採用栄養教諭公開授業
「栄養教諭の指導の実際－研究授業・協議をとおして学ぶ－」
　授業者　　　片山小学校　　教　　　諭　　　　　　永山　祐子
　授業者　　　片山小学校　　栄養教諭　　　　　　原田　くみ
　指導助言   保健給食室　　主幹・指導主事　　 河合　克子
「骨の成長に大切なことを考えよう」
  講師          雪印メグミルク株式会社    インストラクター

片山小学校
１１月３０日（水）

13:45～17:00 栄養教職員

初
任
者
研
修

講座名

ステップアップ
研修Ⅱ

※各講座の詳細は、各学校に送付する実施要項をご覧ください。

１０年経験者研修

教
育
課
題
別
研
修

ステップアップ研修Ⅱ受講者で
選択した者

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修

 
【 センター所長のつぶやき日記⑤ 】 
 
  私が中学校の保健体育科教諭の頃、美術科の先輩教諭と交わした２つの話を紹介します。１つ目は「体育も美術も見ら
れる教科やな」という話。体育大会の予行にて本部テント内で隣り合わせた時に、「美術は製作の段階から上手い下手が
お互いに見える。完成すれば一目瞭然。そういう意味では体育の授業もずっと見られているんやなぁ」と、話しかけられ
ました。人からどう見られているか？人より劣っていないか？向上心や羞恥心等が入り混じる小学校高学年から中学校の
子どもたちにとって、音楽科や技術家庭科を含めた「見える・見られる教科」は、より他人を意識する教科であることを
認識させられました。２つ目は「毎日休まず通学する成績最下位の男子生徒」の話。進路懇談会に向けた会議の中でその
先輩教諭が担任するクラスの男子生徒が成績データ上では最下位となっていました。「毎日休まず学校に来て特に目立つ
こともなく適当に友達もいて穏やかに過ごしている○○（生徒名）はある意味すごいやっちゃなぁ・・」との担任の弁。
生徒個人の特性を掴み、学級の中に居場所を作る。未熟な私にとっては、とても貴重な先輩教諭のつぶやきでした。 
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